
（別紙３）

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 48 （回答者数） 32

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・新任職員の紹介機会（対面・紙面など）
・活動内容の“見える化”強化（何をしているか分からないとい
う声あり）
・徹底した時間管理（ルール決め）
・職務に応じた役割の明確化と連携による時間の効率化

2

・「先生による差を感じる」→ 支援方針の統一強化、実践的な
研修や定期的なケース共有の実施
・「何をしているか分からない」→ 目的・ねらいの可視化
・固定化が良い子への柔軟対応
・自己表現の自由度拡大（作品の選択性、個別選択制）
・きらり側からの支援提案を増やす（教材研究開発）
・対人不安・思春期支援の強化
・自立（働く力）を想定した支援の実施
・職員全体と話せる機会の設計

3

・他職員との接点増加（児発管以外との接点が少ないという
声）
・保護者会参加率向上策
・情報伝達ツールの整理
・イベント参加機会の周知

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・情報発信の一元化（情報格差を防ぐ）
・「これは自己負担が発生します」明確表記
・要望受付の入口を明文化

2

・チェックリスト運用
・管理責任の明確化
・保護者参加型防災訓練
・訓練参加機会の案内
・定期的な理解度確認チェック

3

・会議参加の役割分担（協議会への参加）
・他デイや他事業との情報共有、連携を深める
・医療連携の見える化
・年休や休憩の取得しやすい人員配置（曜日毎、職務毎）
・通所計画等をふまえた体制想定
・支援以外の業務の効率化を図る（アナログ業務の見直し）

（環境・体制整備）
・1階個室／2階広いスペース／中庭・畑など空間の多様性
・屋外活動（畑・公園）への高い評価
・専門性のある職員への安心感
・出迎えやカウンセリングによる心理的安心感
・ICT環境の整備

・支援内容に応じた空間の使い分け
・非常勤含めた柔軟な配置
・パネルタッチ・PC導入
・カウンセリングの実施
・個別・集団支援の役割分担

（適切な支援の提供）
・丁寧なヒアリング
・複数専門職視点での計画作成
・個別支援の質の高さ
・イベント・自己表現機会の豊富さ
・成⾧実感の声多数
・「きらりが生活の一番の楽しみ」という声

・スモールステップ支援
・来所時インタビュー
・個別＋集団のバランス
・ケース会議
・就労移行支援の連携

（関係機関や保護者との連携）
・送迎時の丁寧な伝達、定期面談、LINEの活用
・ペアレントトレーニング、親の会開催
・就労支援連携
・地域イベント（マルシェ等）
・「親も変わった」「家族も救われた」という声

・タイマー管理で伝達時間確保
・WISC提案など専門的支援
・きょうだい支援
・教育相談対応

（外部連携の弱さ、体制整備・業務効率化）
・医療連携は該当児童がいないが体制明確でない
・地域自立支援協議会参加が限定的
・支援業務に時間を割くため、他業務の時間確保が難しい
・休憩や年休を取得しやすくする

・内部支援の充実が優先され外部発信が弱い
・担当者依存
・人員配置（曜日毎、職務毎）と通所計画の見通し
・アナログ業務の割合が高い

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

（情報伝達・説明の明確さ）
・利用料表記の誤解
・HPやSNSの閲覧率が低く、情報が周知されていない
・活動内容が「分からない」という声
・やんわり要望が拾われない

・情報媒体が分散（HP・LINE・インスタ・会報・口頭）
・説明が口頭依存
・要望受付窓口が明文化されていない

（書類・個人情報管理、非常時対応の理解度）
・書類の渡し間違い
・二重チェック体制が徹底されていない
・「分からない」という保護者回答あり
・訓練参加経験がない家庭もある

・業務の時間的余裕不足
・最終確認者の明確化不足
・文書配布中心
・体験型説明が少ない

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等児童デイサービスきらり安佐南

○保護者評価実施期間 2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



 

 
  

チ
ェック

項
目

 
は

い
 

どち
ら

と

も
 い

え
い

い
え

 
改

善
点

・工
夫

し
て

い
る

点
な

ど 
課

題
・今

後
の

改
善

目
標

 

    環
 

境
 

・ 体
 

制
 

整
 

備
 

①
 

利
用

定
員

が
指

導
訓

練
室

等
ス

ペ
ー

ス
との

関
係

で
適

切
で

あ
る

か
 

6 
0 

0 
・
個
々
の
療
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
活
用
を
し
て
い
る
。

 
・
支
援
内
容
に
よ
っ
て
は
、
場
所
移
動
な
ど
、
個
々

に
合
わ
せ
て
構
造
化
を
工
夫
し
て
い
る
。

 
・
定
員
が
多
い
場
合
は
、
１
階
と
２
階
を
併
用
し
て

運
用
し
て
お
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
十
分
に
行
わ

れ
て
い
る
。

 

・
子
ど
も
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
、
目
的
に
応
じ
た
環
境
作

り
を
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
り
療
育
を
目
指
す
。

 
・
３
番
の
部
屋
に
１
台
机
の
設
置

or
ソ
フ
ァ
ー
の
場
所
に
机

を
設
置
す
る
こ
と
で
利
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す
。

 

②
 

職
員

の
配

置
数

は
適

切
で

あ
る

か
 

4 
2 

0 
・
非
常
勤
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
支
援
配
置
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
て
い
る
。

 
・
職
員
の
数
が
足
り
な
い
際
は
、
非
常
勤
の
支
援
員

に
出
勤
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る
。

 

・
来
年
度
、
職
員
の
増
加
（
育
休
後
復
帰
）
に
よ
り
、
職
員
数

 
は
十
分
に
配
置
で
き
る
。

 
・
担
当
制
を
し
っ
か
り
守
り
運
営
す
る
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
以
外

の
対
応
で
担
当
者
外
が
入
る
場
合
は
、
事
前
に
管
理
職
に
判
断

を
仰
ぐ
。

 
・
曜
日
に
よ
っ
て
は
、
職
員
に
余
裕
が
な
い
状
況
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
為
、
児
童
の
利
用
時
間
を
早
い
時
間
に
調
整
。

 

③
 

PC
や

教
具

な
どの

事
業

所
の

設
備

等
は

、支
援

の
体

制
の

た
め

の
十

分
な

準
備

が
され

て
い

る
か

 
6 

0 
0 

・
パ
ネ
ル
タ
ッ
チ
を
導
入
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
学
習
面

で
の
支
援
の
幅
が
広
が
っ
た
。
Ｐ
Ｃ
一
台
増
。

 
・
マ
イ
ク
ラ
教
材
本
を
活
か
し
て
い
く
。

 
・
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
Ｌ
Ｄ
対
策
を
充
実
し
て
い
く
。

 
・
パ
ソ
コ
ン
使
用
の
場
の
管
理
（
特
に
管
理
職
の
場
）
。

 
 

④
 

個
別

の
支

援
や

グ
ル

ー
プ

支
援

の
た

め
の

職
員

の
配

置
や

役
割

分
担

は
適

切
に

な
され

て
い

る
か

 
 

6 
0 

0 
・
個
々
に
応
じ
た
個
別
支
援
と
グ
ル
ー
プ
支
援
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
適
切
に
役
割
分
担
で
き
て
い
る
。

  

        業
 

務
 

改
 

善
  ⑤

 
業

務
改

善
を

進
め

る
た

め
の

 PD
CA  サ

イ
ク

ル
（

目
標

設
定

と振
り返

り）
に

、広
く職

員
が

参
画

 して
い

る
か

 
6 

0 
0 

・
毎
月
、
振
り
返
り
を
し
、
業
務
改
善
と
取
組
み
を

明
確
に
し
、
共
有
し
て
い
る
。

 
・
児
発
管
や
主
任
に
よ
り
、
全
職
員
へ
の
伝
達
を
行
う
。

 

 ⑥
 

保
護

者
等

向
け

評
価

表
を

活
用

す
る

等
に

よ
りア

 
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
て

保
護

者
等

の
意

向
等

 を
把

握
し、業

務
改

善
に

つ
な

げ
て

い
る

か
 

6 
0 

0 
・
保
護
者
か
ら
の
評
価
表
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
意

向
を
知
り
、
よ
り
よ
り
支
援
を
目
指
す
た
め
の
改

善
・
対
策
に
努
め
て
い
る
。

 

・
常
に
保
護
者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
迅
速
に
対
応
し
て
い

く
。

 

⑦
 

この
自

己
評

価
の

結
果

を
、事

業
所

の
会

報
や

ホ
 ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
開

して
い

る
か

 
5 

0 
0 

 
 

 ⑧
 

第
三

者
に

よ
る

外
部

評
価

を
行

い
、評

価
結

果
を

業
務

改
善

に
つ

な
げ

て
い

る
か

 
3 

2 
1 

 
 

 

職
員

用
  放

課
後

等
デ

イサ
ー

ビス
き

らり安
佐

南
自

己
評

価
表

（
2025

年
度

）
 



 ⑨
 

職
員

の
資

質
の

向
上

を
行

うた
め

に
、研

修
の

機
会

を
確

保
や

支
援

を
して

い
る

か
 

6 
0 

0 
・

２
ヶ

月
に

１
回

、
社

内
研

修
を

行
い

、
支

援
の

質

向
上

の
為

、
職

員
全

員
が

学
ん

で
い

る
。

 
・

案
内

は
度

々
あ

り
、

参
加

し
た

職
員

が
学

ん
だ

内

容
を

他
の

支
援

員
へ

共
有

し
、

知
識

や
ス

キ
ル

を
高

め
合

え
て

い
る

。
 

・
支

援
充

実
、

資
質

の
向

上
の

為
、

２
ヶ

月
に

１
回

の
研

修
会

を
行

っ
て

い
く

。
 

・
興

味
や

課
題

に
合

っ
た

研
修

を
個

別
に

す
す

め
た

り
、

参
加

中
の

業
務

フ
ォ

ロ
ー

体
制

を
整

え
た

り
す

る
。

 

 ⑩
 

契
約

条
件

に
見

合
った

適
切

な
勤

務
時

間
や

休
息

な
ど

の
体

制
は

整
備

され
て

い
る

か
 

2 
4 

0 
・

休
息

が
取

れ
る

よ
う

、
声

か
け

を
し

て
い

る
。

 
・

児
童

の
担

当
表

で
、

休
憩

の
取

れ
る

時
間

帯
を

確

認
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

 

・
環

境
設

定
で

事
前

に
1
時

間
の
休

憩
時

間
を

設
定

す
る

。
 

休
憩

の
時

間
の

使
い

方
は

自
由

。
 

・
休

憩
が

取
り

や
す

い
環

境
に

す
る

為
の

、
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

 
 

の
追

加
購

入
。

 
・

食
事

が
安

心
し

て
と

り
や

す
い

場
所

や
場

所
の

共
有

。
 

・
記

録
の

際
は

、
要

点
を

素
早

く
ま

と
め

て
ま

と
め

る
力

を
つ

け
る

こ
と

で
、

時
短

す
る

。
 

・
非

常
勤

の
先

生
は

20
分

で
書

き
終

え
、

片
付

け
・

掃
除

を

し
て

帰
る

。
 

・
19

時
か

ら
帰

る
準

備
を

基
本

は
行

う
。

 
・

タ
ス

ク
が

残
る

場
合

は
、

管
理

職
（

児
発

管
）

が
対

応
。

 
・

休
憩

時
間

を
十

分
に

確
保

で
き

て
い

な
い

職
員

が
多

い
た

め
、

休
憩

は
確

保
す

べ
き

と
い

う
方

針
を

共
有

し
、

遠
慮

な
く

休
憩

に
入

れ
雰

囲
気

づ
く

り
を

し
て

い
く

。
 

・
お

昼
休

み
等

は
、

１
時

間
は

確
保

さ
れ

て
い

な
い

る
が

、
充

分
は

と
れ

て
い

な
い

。
 

               適
 

切
 

な
 

支
 

援
 

の
 

提
 

供
 

⑪
 

ア
セ

ス
メン

トを
適

切
に

行
い

、子
ども

と保
護

者
の

ニ
ー

ズ
や

課
題

を
客

観
的

に
分

析
し

た
上

で
、放

 課
後

等
デ

イサ
ー

ビス
計

画
を

作
成

して
い

る
か

 

6 
0 

0 
・

個
別

支
援

計
画

を
作

成
す

る
際

に
、

保
護

者
面

談

を
必

ず
行

い
、

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
て

い
る

。
 

・
ケ

ー
ス

会
議

を
行

い
、

課
題

や
ニ

ー
ズ

を
分

析
し

て
行

っ
て

い
る

。
 

・
支

援
員

そ
れ

ぞ
れ

が
客

観
的

に
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

し
、

課
題

や
ニ

ー
ズ

を
共

有
し

て
い

く
。

 
・

き
ら

り
独

自
の

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

活
用

し
、

ア
セ

ス
メ

ン

ト
を

行
っ

て
い

る
。

 
   

 
19

10
 

 ⑫
 

子
ども

の
適

応
行

動
の

状
況

を
図

る
た

め
に

、標
準

 
化

され
た

ア
セ

ス
メン

トツ
ー

ル
を

使
用

して
い

る
か

 
5 

0 
0 

 ⑬
 

活
動

プ
ログ

ラム
の

立
案

を
チ

ー
ム

で
行

って
い

る
か

 
5 

1 
0 

・
個

々
の

活
動

を
充

実
し

、
そ

の
上

で
集

団
活

動
の

バ
ラ

ン
ス

を
個

々
に

応
じ

て
組

み
合

わ
せ

て
、

日
々

計
画

実
施

し
て

い
る

。
 

・
職

員
全

体
で

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

見
直

し
、

工
夫

を
継

続
し

て
い

く
。

 
 

 ⑭
 

活
動

プ
ロ

グ
ラム

が
固

定
化

し
な

い
よ

う工
夫

し
て

 い
る

か
 

6 
0 

0 

 ⑮
 

平
日

、休
日

、⾧
期

休
暇

に
応

じ
て

、課
題

を
き

め
 細

や
か

に
設

定
し

て
支

援
して

い
る

か
 

4 
2 

0 
・

画
一

的
な

支
援

に
な

ら
な

い
よ

う
、

児
童

ご
と

の

特
性

が
そ

の
日

の
様

子
を

職
員

間
で

共
有

し
、

無
理

の
な

い
目

標
設

定
を

心
が

け
、

支
援

内
容

を
調

整
し

て
い

る
。

 

・
児

童
に

よ
っ

て
は

、
支

援
内

容
の

目
的

や
ね

ら
い

が
十

分
に

共
有

で
き

て
い

な
い

場
面

が
あ

る
為

、
共

通
認

識
を

持
っ

た
上

で
支

援
に

あ
た

る
こ

と
。

 

 ⑯
 

子
ども

の
状

況
に

応
じ

て
、個

別
活

動
と集

団
活

動
を

適
宜

組
み

合
わ

せ
て

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
 ス

計
画

を
作

成
し

て
い

る
か

 

6 
0 

0 
・

個
別

活
動

を
充

実
し

、
そ

の
上

で
集

団
活

動
と

の

バ
ラ

ン
ス

を
個

々
に

応
じ

て
組

み
合

わ
せ

て
、

日
々

計
画

実
施

し
て

い
る

。
 

・
対

人
不

安
の

子
ど

も
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

難
し

い
子

ど
も

に
対

し
て

は
、

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
個

に
応

じ
た

支
援

策
を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 



 ⑰
 

支
援

開
始

前
に

は
職

員
間

で
必

ず
打

合
せ

を
し、 その

日
行

わ
れ

る
支

援
の

内
容

や
役

割
分

担
に

つ
い

て
確

認
して

い
る

か
 

6 
0 

0 
・

今
日

の
支

援
に

対
す

る
支

援
内

容
や

職
員

配
置

、

役
割

を
共

有
し

、
ス

ム
ー

ズ
に

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
非

常
勤

の
先

生
と

連
携

・
共

有
す

る
時

間
を

設
計

し
て

い

く
。

 
非

常
勤

の
先

生
が

来
て

か
ら

の
30

分
間

に
主

任
か

ら
連

携
し

て
伝

え
る

。
 

・
子

ど
も

の
そ

の
日

の
様

子
に

よ
り

、
支

援
内

容
の

変
更

へ
の

適
時

な
対

応
を

行
う

為
、

職
員

同
士

は
協

力
し

て
い

く
。

 
 

 ⑱
 

支
援

終
了

後
に

は
、職

員
間

で
必

ず
打

合
せ

を
し、そ

の
日

行
わ

れ
た

支
援

の
振

り返
りを

行
い

､気
 付

い
た

点
等

を
共

有
して

い
る

か
 

2 
2 

2 
・

そ
の

日
の

伝
達

は
も

ち
ろ

ん
、

次
の

日
は

ミ
ー

テ

ィ
ン

グ
の

折
に

、
支

援
の

振
り

返
り

と
注

意
点

の
共

有
を

行
っ

て
い

る
。

 
・

行
っ

た
行

動
や

関
わ

り
方

に
つ

い
て

振
り

返
り

を

実
施

し
、

子
ど

も
の

反
応

や
達

成
状

況
や

課
題

点
、

気
づ

き
を

共
有

で
き

て
い

る
。

 
・

で
き

て
い

な
い

時
も

あ
る

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

は
都

度
と

っ
て

い
る

。
 

・
支

援
後

は
時

間
が

な
い

為
、

開
始

前
に

前
日

の
 

振
り

返
り

を
し

、
情

報
共

有
を

行
う

。
 

・
即

時
対

応
の

事
案

に
対

し
て

は
、

職
員

間
で

検
討

し
、

取
り

組
み

を
決

定
し

て
い

く
。

 
・

振
り

返
り

で
は

、
支

援
方

法
の

工
夫

、
次

回
へ

の
改

善
点

ま

で
具

体
的

に
決

め
て

い
く

。
 

 
 ⑲

 
日

々
の

支
援

に
関

し
て

正
しく記

録
を

とる
ことを

徹
 底

し、
支

援
の

検
証

・改
善

に
つ

な
げ

て
い

る
か

 

6 
0 

0 
・

そ
の

日
の

支
援

記
録

、
月

ご
と

の
支

援
の

検
証

、

支
援

内
容

の
変

更
追

加
を

行
っ

て
い

る
。

 
・

記
録

が
次

の
日

に
な

る
場

合
も

あ
り

、
抜

け
が

な
い

よ
う

し

っ
か

り
チ

ェ
ッ

ク
体

制
を

整
え

て
い

く
。

 
・

常
勤

は
出

勤
し

て
か

ら
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

ま
で

の
時

間
の

流

れ
の

項
目

の
中

に
、

記
録

の
時

間
を

作
る

。
（

掃
除

、
準

備
、

記
入

・
・

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
流

れ
）

 
・

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
ス

タ
ー

ト
時

間
も

設
定

し
て

、
必

ず
守

る
。

 
・

19
時

か
ら

帰
る

準
備

を
行

う
。

 
  ⑳

 
日

常
の

支
援

の
中

で
イン

タビュー
や

カウ
ン

セ
リン

グ
を

通
じ

て
、子

供
の

実
態

把
握

に
努

め
て

い
る

か
 

6 
0 

0 
・

必
ず

来
所

時
に

は
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
始

め
に

入

れ
、

そ
の

日
の

心
身

の
状

態
を

把
握

し
、

支
援

を
ス

タ
ー

ト
し

て
い

る
。

 
・

無
理

に
聞

き
出

す
の

で
は

な
く

、
自

然
な

や
り

と

り
の

中
で

気
持

ち
や

考
え

を
汲

み
取

る
こ

と
を

心
が

け
て

い
る

。
 

・
日

常
的

な
会

話
や

個
別

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
で

実
態

把
握

で
き

て
い

る
。

 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
で

は
、

今
日

の
気

持
ち

や
体

の
不

調
な

ど
を

把
握

し
、

子
ど

も
の

心
身

の
状

態
に

寄
り

添
う

支
援

を
行

っ
て

い
く

。
 

・
言

葉
で

の
表

現
が

難
し

い
子

に
つ

い
て

は
、

行
動

観
察

に
頼

る
場

合
が

多
い

こ
と

も
あ

る
為

、
１

人
の

職
員

の
見

立
て

に
偏

ら
な

い
よ

う
、

共
有

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
気

づ
き

を
持

ち
よ

っ
て

検
討

す
る

こ
と

。
 

 ㉑
 

定
期

的
に

モ
ニ

タリン
グ

や
ケ

ー
ス

会
議

を
行

い
、放

課
後

等
デ

イサ
ー

ビス
計

画
の

見
直

しの
必

要
性

を
判

断
して

い
る

か
 

6 
0 

0 
・

半
年

の
一

度
の

支
援

計
画

の
見

直
し

の
際

に
、

保

護
者

面
談

を
行

い
、

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
た

上
で

ケ
ー

ス
会

議
を

行
っ

て
い

る
。

 

 

 ㉒
 

ガ
イドライン

の
総

則
の

基
本

活
動

を
複

数
組

み
合

 わ
せ

て
支

援
を

行
って

い
る

か
 

4 
1 

0 
・

個
別

支
援

計
画

に
、

５
領

域
と

き
ら

り
の

独
自

の

４
つ

の
力

を
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

 

    

 ㉓
 

市
町

村
の

研
修

や
そ

の
他

関
係

機
関

の
会

議
等

に
そ

の
子

ども
の

状
況

に
精

通
し

た
最

も
ふ

さわ
しい

者
が

参
画

して
い

る
か

 

6 
0 

0 
・

担
当

者
会

議
に

、
児

発
管

等
の

責
任

者
が

参
加

し
、

情
報

共
有

し
て

い
る

。
 

・
会

議
内

容
と

、
他

の
職

員
へ

の
伝

達
を

必
ず

行
う

。
 



           関
 

係
 

機
 

関
 

や
 

保
 

護
 

者
 

と の
 

連
 

携
 

  ㉔
 

学
校

や
児

童
館

等
の

諸
施

設
との

情
報

共
有

（
年

間
計

画
・行

事
予

定
等

の
交

換
、

子
ども

の
下

校
時

刻
の

確
認

等
）

、連
絡

調
整

（
トラブ

ル
発

生
時

の
連

絡
）

を
適

切
に

行
って

い
る

か
 

5 
0 

1 
 

・
学
校
の
年
間
行
事
や
長
期
休
暇
日
数
、
テ
ス
ト
週
間
な
ど
の

予
定
を
連
携
を
と
っ
て
把
握
し
て
い
く
。

 

 ㉕
 

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
子

ども
を

受
け

入
れ

る
場

合
は

、
子

ども
の

主
治

医
等

と連
絡

体
制

を
整

え
て

 い
る

か
 

1 
2 

3 
・
該
当
者
が
い
な
い
。

 
・
分
か
ら
な
い
。

 
 

㉖
 

通
所

前
や

現
在

利
用

し
て

い
る

療
育

セ
ン

ター
、児

童
発

達
支

援
セ

ン
ター

な
ど、関

連
機

関
との

あ
い

だ
で

情
報

交
換

・
相

互
理

解
に

努
め

て
い

る
か

 

4 
1 

1 
・
分
か
ら
な
い
。

 
・
今
後
、
情
報
交
換
に
努
め
た
い
。

 

㉗
 

学
校

を
卒

業
し

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

か
ら

就
労

支
援

事
業

所
等

へ
移

行
す

る
場

合
、そ

れ
ま

で
の

支
援

内
容

等
の

情
報

を
提

供
す

る
等

して
い

る
か

 

5 
1 

0 
・
就
労
支
援
事
業
へ
移
行
す
る
子
ど
も
の
情
報
共
有

を
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
連
携
し
て
い

る
。

 

 

 ㉘
 

地
域

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

、自
立

支
援

セ
ン

ター
等

の
会

議
・研

修
へ

積
極

的
に

参
加

して
い

る
か

 
2 

1 
1 

 
 

 ㉙
 

日
頃

か
ら子

ども
の

状
況

を
保

護
者

と伝
え

合
い

、カウ
ン

セ
リン

グ
・教

育
相

談
を

通
じ

て
、子

ども
の

発
達

の
状

況
や

課
題

に
つ

い
て

共
通

理
解

を
持

って
い

る
か

 

6 
0 

0 
・
そ
の
日
の
支
援
活
動
内
容
や
子
ど
も
の
様
子
を
送

迎
時
に
伝
え
て
い
る
。

 
・
教
育
相
談
を
設
け
、
支
援
状
況
や
課
題
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
対
策
を
一
緒
に
考
え
て
い
る
。

 
・
情
報
を
密
に
共
有
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
で
き
て

い
る
。
困
り
ご
と
や
変
化
に
関
す
る
情
報
を
丁
寧
に

伝
え
合
う
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
の
観
察
や
気
づ

き
も
積
極
的
に
聴
取
し
て
い
る
。

 
・
専
門
職
の
助
言
も
踏
ま
え
て
、
共
通
理
解
を
深
め

て
い
る
。

 

・
伝
え
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
も
時
間
管
理
を
し
、
終
わ

る
時
間
を
明
確
に
す
る
（
タ
イ
マ
ー
管
理
）
。

 
・
伝
え
方
も
的
確
に
内
容
を
具
体
的
に
伝
え
る
。

 
・
小
さ
な
変
化
や
家
庭
で
の
状
況
を
こ
ま
め
に
共
有
で
き
る
よ

う
に
工
夫
す
る
。

 

㉚
 

保
護

者
の

対
応

力
の

向
上

を
図

る
観

点
か

ら、保
 護

者
に

対
し

て
ペ

ア
レ

ン
ト･ト

レ
ー

ニ
ン

グ
等

の
支

 援
を

行
って

い
る

か
 

6 
0 

0 
・
毎
週
第
２
土
曜
日
に
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
開
催
し
、
子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
。

 
・
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
ど
う
だ
っ
た
か
振

り
返
り
な
ど
保
護
者
同
士
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
く
。

 

    保
 

護
 

者
 

へ
 

の
 

説
 

明
 

責
 

㉛
 

運
営

規
程

、支
援

の
内

容
、利

用
者

負
担

等
に

つ
い

て
丁

寧
な

説
明

を
行

って
い

る
か

 
6 

0 
0 

 
 

  ㉜
 

保
護

者
か

らの
子

育
て

の
悩

み
等

に
対

す
る

相
談

 に
適

切
に

応
じ、必

要
な

助
言

と支
援

を
行

って
い

る
か

 
6 

0 
0 

・
保
護
者
の
悩
み
や
、
相
談
に
対
し
、
教
育
相
談
に

応
じ
、
適
切
な
時
間
を
と
っ
て
解
決
策
を
考
え
、
助

言
を
行
っ
て
い
る
。

 
・
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、
状
況
を
正
確
に
把
握
し
た
上

で
、
必
要
な
助
言
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 

・
必
要
に
応
じ
、
じ
っ
く
り
話
す
時
間
を
設
定
で
き
る
よ
う
工

夫
す
る
。
ま
た
、
話
し
や
す
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
環
境
を
整

え
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
。

 
・
相
談
内
容
や
対
応
経
過
を
整
理
し
、
共
有
す
る
。

 



任
 

等
 

 ㉝
 

保
護

者
の

会
の

活
動

を
支

援
し

た
り、保

護
者

会
等

を
開

催
す

る
等

に
よ

り、保
護

者
同

士
の

連
携

を
支

援
し

て
い

る
か

 

6 
0 

0 
・
２
ヶ
月
に
１
回
、
保
護
者
同
時
が
共
有
で
き
る
場

や
、
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
（
定
期
的
な
開

催
）

 

・
保
護
者
が
集
い
や
す
い
日
時
や
内
容
等
を
工
夫
し
て
い
く
。

 

 
  ㉞

 

子
ども

や
保

護
者

か
らの

苦
情

に
つ

い
て

、対
応

の
体

制
を

整
備

す
る

ととも
に

、子
ども

や
保

護
者

に
 周

知
し、苦

情
が

あ
った

場
合

に
迅

速
か

つ
適

切
に

 対
応

して
い

る
か

 

6 
0 

0 
・
苦
情
や
問
題
が
生
じ
た
際
は
、
責
任
者
が
入
口
と

し
て
対
応
し
つ
つ
、
職
員
全
員
で
適
切
な
対
応
策
を

考
え
、
迅
速
に
対
応
し
た
。

 

・
保
護
者
と
の
情
報
共
有
に
努
め
、
迅
速
に
よ
り
良
い
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
体
制
を
明
確
に
す
る
。

 

 ㉟
 

定
期

的
に

会
報

等
を

発
行

し
、活

動
概

要
や

行
 

事
予

定
、連

絡
体

制
等

の
情

報
を

子
ども

や
保

護
者

に
対

して
発

信
して

い
る

か
 

6 
0 

0 
・
イ
ン
ス
タ
、
季
節
ご
と
の
会
報
に
て
、
子
ど
も
の

様
子
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

  

㊱
 

個
人

情
報

に
十

分
注

意
し

て
い

る
か

 
6 

0 
0 

 
・
パ
ソ
コ
ン
の
管
理
方
法
を
ル
ー
ル
決
め
す
る
。
子
ど
も
の
支

援
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
と
職
員
共
有
用
を
明
確
に
す
る
。

 
・
保
存
方
法
を
明
確
に
す
る
。

 

㊲
 

事
業

所
の

行
事

に
地

域
住

民
を

招
待

す
る

等
地

 
域

に
開

か
れ

た
事

業
運

営
を

図
って

い
る

か
 

4 
2 

0 
・
き
ら
り
マ
ル
シ
ェ
に
招
待
し
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
や
日
頃
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を

設
け
て
い
る
。

 

・
子
ど
も
の
成
長
や
活
動
の
様
子
を
知
る
機
会
を
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
幅
広
く
声
か
け
を
行
う
。

 

  非
 

常
 

時
 

等
 

の
 

対
 

応
  ㊳

 
緊

急
時

対
応

マ
ニ

ュア
ル

、防
犯

マ
ニ

ュア
ル

、感
染

症
対

応
マ

ニ
ュア

ル
を

策
定

し
、職

員
や

保
護

 者
に

周
知

して
い

る
か

 

6 
0 

0 
・
緊
急
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
、
全
保
護
者
に
周
知
し
て

い
る
。

 
・
文
章
配
布
を
通
じ
て
、
緊
急
時
の
連
絡
方
法
、
対

応
方
針
を
お
知
ら
せ
で
き
て
い
る
。

 
・
職
員
が
共
通
理
解
を
持
っ
て
、
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

 

・
保
護
者
へ
の
周
知
は
、
文
章
配
布
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た

め
、
理
解
度
の
確
認
が
課
題
。

 
・
保
護
者
に
は
定
期
的
な
お
知
ら
せ
と
面
談
時
の
説
明
を
通
し

て
、
再
確
認
し
て
い
く
。

 

㊴
 

非
常

災
害

の
発

生
に

備
え

、定
期

的
に

避
難

、救
出

そ
の

他
必

要
な

訓
練

を
行

って
い

る
か

 
6 

0 
0 

・
火
災
訓
練
は
年
２
回
を
行
い
、
地
震
訓
練
は
３
月

に
実
施
し
て
い
る
。

 
 

㊵
 

虐
待

を
防

止
す

る
た

め
、職

員
の

研
修

機
会

を
確

 
保

す
る

等
、適

切
な

対
応

を
して

い
る

か
 

5 
1 

0 
・
虐
待
防
止
に
対
す
る
研
修
を
行
い
、
適
切
な
対
応

を
確
認
し
て
い
る
。

 
 

 
㊶

 
どの

よ
うな

場
合

に
や

む
を

得
ず

身
体

拘
束

を
行

うか
に

つ
い

て
、組

織
的

に
決

定
し

、子
ども

や
保

護
者

に
事

前
に

十
分

に
説

明
し

了
解

を
得

た
うえ

で
、 

放
課

後
等

児
童

デ
イ

サ
ー

ビス
計

画
に

記
載

し
て

い
る

か
 

4 
2 

0 
 

 



  

 

   
チ

ェック
項

目
 

は
い

 
どち

ら
とも

 

い
え

な
い

 
い

い
え

 
ご

意
見

 
対

応
（

対
策

）
 

  環
 

境
 

・ 体
 

制
 

整
 

備
 

 ①
 

子
ども

の
活

動
等

の
ス

ペ
ー

ス
が

十
分

に
確

保
され

 
て

い
る

か
 

30 
2 

0 
・
畑
も
あ
る
し
公
園
に
も
行
け
る
の
で
楽
し
そ
う
で
す
。

 
・
室
内
（

1
階
・

2
階
）
と
屋
外
（
中
庭
）
と
活
動
場
所

に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

 
・
個
室
が
あ
り
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
良
い
と
思
う
。

 
・
２
階
に
は
体
を
動
か
す
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
屋
外
に
は

畑
も
あ
っ
て
い
ろ
ん
な
活
動
が
で
き
る
事
業
所
だ
と
思
い

ま
す
。

 
・
１
階
に
は
個
室
が
あ
り
、
２
階
に
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
使
用
目
的
に
よ
り
使
い
分
け
ら
れ
る
の
が
良
い
で

す
。
本
や
楽
器
も
あ
る
の
が
ス
テ
キ
で
す
。

 

 

②
 

職
員

の
配

置
数

や
専

門
性

は
適

切
で

あ
る

か
 

30 
2 

0 
・
ど
の
先
生
も
よ
く
分
っ
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

 
専
門
知
識
を
も
つ
先
生
方
が
多
く
て
安
心
感
が
あ
り
ま

す
。

 
・
さ
ま
ざ
ま
連
携
し
て
下
さ
り
安
心
。

 
・
先
生
に
よ
る
差
を
感
じ
る
。

 
・
同
じ
先
生
に
支
援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
他
の

先
生
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。

 
・
新
し
い
先
生
を
紹
介
し
て
も
ら
う
機
会
が
あ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
文
書
だ
け
だ
と
、
分
か
り
に
く
い
の
で
。

 
・
い
つ
行
っ
て
も
ど
な
た
か
先
生
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と

出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
て
嬉
し
い
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
も
有
難
い
で
す
。

 

・
担
当
制
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
複
数
職
員
で
の
関
わ
り
を
計

画
的
に
設
け
ま
す
。

 
・
新
任
職
員
に
つ
い
て
は
、
文
書
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
向
け
紹

介
の
機
会
（
会
報
・

HP
・
面
談
時
紹
介
）
を
設
け
ま
す
。

 
・
専
門
職
・
支
援
員
の
役
割
を
明
確
に
し
、
支
援
の
質
の
均
一
化

を
図
る
た
め
、
内
部
研
修
と
ケ
ー
ス
共
有
を
強
化
し
ま
す
。

 

 ③
 

PC
や

教
具

な
どの

事
業

所
の

設
備

等
は

、支
援

の
 

体
制

の
た

め
の

十
分

な
配

慮
が

され
て

い
る

か
 

31 
0  

0 
・
親
は
体
験
し
て
い
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
毎

回
の
シ
ー
ト
で
は
活
動
が
充
実
し
て
お
り
、
子
ど
も
は
満

足
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

 

 

 

保
護

者
用

  放
課

後
等

デ
イサ

ー
ビス

き
らり安

佐
南

自
己

評
価

表
（

2025
年

度
）

 



 
 

 
④

 
個

別
の

支
援

や
グ

ル
ー

プ
支

援
の

た
め

の
職

員
の

配
 

置
や

役
割

分
担

は
適

切
に

な
され

て
い

る
か

 
 

31 
1 

0 
・

１
日

に
数

名
の

職
員

の
方

が
関

わ
っ

て
く

だ
さ

り
、

あ

り
が

た
い

。
 

・
子

ど
も

の
状

況
と

希
望

を
叶

え
て

、
同

じ
先

生
が

支
援

し
て

く
だ

さ
っ

て
有

難
い

で
す

。
 

 

  適
 

切
 

な
 

支
 

援
 

の
 

提
 

供
 

 ⑤
 

子
ども

と保
護

者
の

ニ
ー

ズ
や

課
題

が
客

観
的

に
分

 
析

され
た

上
で

、放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビス
計

画
が

 
作

成
され

て
い

る
か

 
30 

2 
0 

・
ど

の
支

援
項

目
で

も
複

数
の

担
当

が
つ

い
て

く
れ

て

各
々

の
専

門
の

視
点

で
み

て
く

だ
さ

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

 
・

計
画

書
の

内
容

を
き

ち
ん

と
説

明
し

て
く

だ
さ

る
の

で

安
心

。
 

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

は
と

て
も

て
い

ね
い

に
さ

れ
て

い
る

。
 

・
き

ら
り

側
か

ら
の

支
援

内
容

の
提

案
が

も
っ

と
あ

 
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

・
文

字
に

起
こ

し
て

計
画

を
示

し
て

く
だ

さ
る

の
が

ど
こ

を
伸

ば
し

て
い

く
か

が
分

か
り

や
す

い
で

す
。

 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

き
、

事
業

所
側

か
ら

の
具

体
的

支
援

提

案
を

明
確

に
提

示
い

た
し

ま
す

。
 

・
面

談
時

に
「

現
状

分
析

＋
今

後
の

提
案

」
を

セ
ッ

ト
で

お
伝

え

し
ま

す
。

 
・

必
要

に
応

じ
て

、
専

門
職

か
ら

の
視

点
を

含
め

た
多

角
的

提
案

を
行

い
ま

す
。

 

 
 

 
⑥

 
個

々
の

課
題

に
即

し
た

課
題

や
支

援
が

な
され

て
い

る
か

 
27 

3 
0 

・
本

人
の

課
題

を
よ

く
知

っ
て

も
ら

え
て

下
さ

っ
て

い
る

の
が

と
て

も
よ

い
と

思
う

。
 

・
何

を
し

て
い

る
の

か
よ

く
分

か
ら

な
い

。
 

・
レ

ポ
ー

ト
作

成
や

試
験

対
策

を
し

て
い

た
だ

き
、

大
変

助
か

り
ま

し
た

。
 

・
こ

う
い

う
時

は
こ

う
対

応
し

ま
し

た
な

ど
と

教
え

て
下

さ
っ

て
子

ど
も

に
合

っ
た

支
援

を
し

て
く

だ
さ

っ
て

い
る

の
だ

と
思

い
ま

し
た

。
 

・
日

々
の

支
援

内
容

を
「

目
的

・
ね

ら
い

」
を

明
記

し
て

お
伝

え

し
ま

す
。

 
・

固
定

支
援

が
安

心
に

つ
な

が
る

お
子

様
に

は
、

見
通

し
を

重
視

し
た

支
援

設
計

を
行

い
ま

す
。

 
・

変
化

を
取

り
入

れ
る

際
は

、
事

前
に

説
明

し
、

段
階

的
に

行
い

ま
す

。
 

⑦
 

活
動

プ
ログ

ラム
が

固
定

化
しな

い
よ

う工
夫

され
 

て
い

る
か

 
29 

3 
0 

・
き

ら
り

シ
ー

ト
を

拝
見

す
る

と
、

様
々

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
活

動
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

 
・

目
的

を
持

っ
て

、
活

動
を

仕
組

ん
で

く
だ

さ
っ

て
い

る

の
が

と
て

も
よ

い
と

思
う

。
 

・
週

１
利

用
の

た
め

、
正

直
良

く
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
今

日
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

表
を

出
し

て
く

れ
る

の
で

、
工

夫
さ

れ
て

い
る

の
だ

と
感

じ
て

い
ま

す
。

 
・

何
を

し
て

い
る

の
か

よ
く

分
か

ら
な

い
。

 
・

わ
が

子
は

固
定

化
さ

れ
て

い
る

ほ
う

が
良

い
。

 



 ⑧
 

対
外

的
な

交
流

や
イベ

ン
ト等

に
よ

り、子
供

た
ち

の
交

流
や

自
己

表
現

の
機

会
が

あ
る

か
 

30 
0 

0 
・
毎
月
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
で
子
ど
も
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ご
準
備
が
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
い
つ
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・
１
人
１
人
の
作
品
を
飾
っ
て
く
だ
さ
り
、
役
割
が
あ
っ

た
り
す
る
の
で
嬉
し
い
。

 
・
み
と
む
や
で
の
職
場
体
験
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な

っ
た
よ
う
だ
。

 
・
毎
回
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

 
・
イ
ベ
ン
ト
を
重
ね
る
ご
と
に
親
も
子
ど
も
自
身
も
成
長

を
実
感
し
て
い
る
。
「
ぼ
く
○
○
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
!!」
と
子
ど
も
か
ら
報
告
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
。

 
・
い
つ
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
企
画
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・
季
節
に
よ
っ
て
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
か
れ
て
い
て

す
ご
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自
己
表
現
を
す
る
こ

と
は
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

す
。
親
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も
豊
富
で
す
ば
ら
し
い
で

す
！

 
・
自
己
表
現
は
本
人
が
作
成
し
た
が
ら
な
い
も
の
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
去
年
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
折
り
紙
が
柱
に
貼

っ
て
あ
り
ま
し
た
。
作
成
自
体
は
好
き
だ
と
思
う
の
で
、

 
決
ま
っ
た
も
の
の
作
成
で
な
く
て
も
自
分
の
好
き
な
も
の

を
作
り
展
示
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

 
・
ク
イ
ズ
や
調
べ
た
こ
と
を
人
前
で
発
表
す
る
力
を
養
え

れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

 

・
来
年
度
も
自
己
表
現
の
機
会
を
大
切
に
し
ま
す
。

 
・
展
示
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
自
身
の
選
択
や
希
望
を
尊
重
し
た

作
品
展
示
を
工
夫
し
ま
す
。

 
・
イ
ベ
ン
ト
前
に
保
護
者
へ
内
容
を
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。

 

      

 ⑨
 

支
援

の
内

容
、利

用
者

負
担

等
に

つ
い

て
丁

寧
な

 
説

明
が

な
され

た
か

 
24 

1 
1 

・
質
問
に
も
て
い
ね
い
に
答
え
て
下
さ
り
良
か
っ
た
。

 
・
負
担
金
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
に
無
料
と
あ
っ

て
も
点
数
（
自
己
負
担
金
あ
り
）
は
あ
っ
て
誤
解
し
た
こ

と
が
あ
り
、
明
解
な
表
記
と
説
明
希
望
。

 

・
イ
ベ
ン
ト
案
内
に
は
、
利
用
料
と
実
費
の
区
別
を
明
確
に
記
載

し
ま
す
。

 
・
「
無
料
（
別
途
利
用
料
発
生
）
」
な
ど
誤
解
の
な
い
表
記
に
統

一
し
ま
す
。

 
・
ご
不
明
点
は
事
前
に
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

 
 



       保
 

護
 

者
 

へ
 

の
 

説
 

明
 

等
  ⑩

 
日

頃
か

ら子
ども

の
状

況
を

保
護

者
と伝

え
合

い
、 

子
ども

の
発

達
の

状
況

や
課

題
に

つ
い

て
共

通
理

 
解

が
で

き
て

い
る

か
 

25 
2 

0 
・
定
期
面
談
の
ほ
か
、
送
迎
時
に
も
必
ず
子
ど
も
の
様
子

を
伝
え
て
い
た
だ
け
て
安
心
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
検

査
も
進
め
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
親
は
ラ
イ
ン
で
最
近
の
様
子
を
き
ら
り
へ
伝
え
ら
れ
た

り
、
本
人
も
し
っ
か
り
最
近
の
様
子
を
き
ら
り
で
話
せ
た

り
し
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
が

た
い
。

 
・
児
発
管
の
先
生
は
沢
山
お
話
の
機
会
が
あ
る
が
、
そ
の

他
の
先
生
と
は
な
い
。

 
・
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
相
談
事
に
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・
子
ど
も
を
送
っ
て
行
っ
た
時
に
伝
え
た
り
お
聞
き
し
た

り
、
定
期
的
に
面
談
を
し
て
い
た
だ
き
、
共
通
理
解
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

・
送
迎
時
や
面
談
時
に
、
担
当
職
員
か
ら
の
直
接
共
有
機
会
を
意

識
的
に
設
け
ま
す
。

 
・
必
要
に
応
じ
て
個
別
相
談
時
間
を
確
保
し
ま
す
。

 

 ⑪
 

保
護

者
に

対
して

面
談

や
、子

育
て

に
関

す
る

助
言

等
の

支
援

が
行

わ
れ

て
い

る
か

 
26 

1 
0 

・
毎
回
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
安
心
で
き
る
。

 
・
ペ
ア
ト
レ
や
保
護
者
の
会
等
、
家
族
療
法
に
つ
な
が
る

沢
山
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

 
・
通
所
児
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
き
ょ
う
だ
い

児
に
つ
い
て
も
話
を
て
い
ね
い
に
聞
い
て
下
さ
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

 

 ⑫
 

保
護

者
の

会
の

活
動

の
支

援
や

、保
護

者
会

等
の

 開
催

等
に

よ
り保

護
者

同
士

の
連

携
が

支
援

され
て

い
る

か
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0 
・
あ
ま
り
参
加
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

 
・
親
の
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
他
の
保
護
者
の
方

の
お
話
を
う
か
が
え
た
の
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

 
・
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
が
参
加
し
て
み
た
い
。

 
・
参
加
し
て
い
な
い
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

 
 

 

 ⑬
 

子
ども

や
保

護
者

か
らの

苦
情

に
つ

い
て

、対
応

の
 

体
制

を
整

備
す

る
ととも

に
、子

ども
や

保
護

者
に

 
周

知
・説

明
し、苦

情
が

あ
った

場
合

に
迅

速
か

つ
 

適
切

に
対

応
して

い
る

か
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0 
・
苦
情
す
る
こ
と
が
な
い
で
す
。

 
・
苦
情
に
つ
い
て
の
こ
と
は
、
初
め
に
説
明
を
聞
け
て
安

心
し
て
い
る
。

 
・
苦
情
対
応
は
と
て
も
迅
速
に
対
応
し
て
く
だ
さ
る
が
、

や
ん
わ
り
と
し
た
リ
ク
エ
ス
ト
だ
と
ス
ル
ー
さ
れ
る
。

 
・
今
の
と
こ
ろ
苦
情
は
な
い
で
す
。

 
・
苦
情
の
場
面
に
、
遭
遇
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
分
か
ら

な
い
。

 

・
ご
意
見
・
ご
要
望
も
正
式
な
ご
相
談
と
し
て
受
け
止
め
ま
す
。

 
・
曖
昧
な
ご
意
見
も
職
員
間
で
共
有
し
、
対
応
方
針
を
検
討
し
ま

す
。

 
・
苦
情
・
要
望
受
付
窓
口
を
再
度
周
知
い
た
し
ま
す
。

 

 ⑭
 

子
ども

や
保

護
者

との
意

思
の

疎
通

や
情

報
伝

達
 

の
た

め
の

配
慮

が
な

され
て

い
る

か
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1 
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
あ
る
こ
と
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

 
・
現
在
使
用
し
て
い
る
連
絡
ツ
ー
ル
を
整
理
し
、
統
一
し
た
連
絡

手
段
を
明
確
に
周
知
し
ま
す
。

 
・
使
用
し
て
い
な
い
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
は
ご
案
内
し
ま
す
。

 
 



 
 ⑮
 

子
育

て
の

支
援

に
な

る
様

々
な

情
報

や
工

夫
な

ど
を

適
宜

紹
介

して
い

る
か

 
25 

2 
0 

・
玄

関
の

チ
ラ

シ
が

す
ぐ

目
に

入
る

の
で

気
に

で
き

る
の

で
あ

り
が

た
い

。
 

・
子

ど
も

だ
け

で
は

な
く

親
も

一
緒

に
成

長
で

き
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

っ
て

い
る

と
感

じ
ま

す
。

ペ
ア

ト
レ

な

ど
。

 
 

・
現

在
の

実
施

状
況

と
今

後
の

方
向

性
を

説
明

い
た

し
ま

す
。

 
・

代
替

支
援

や
関

連
支

援
の

提
案

を
行

い
ま

す
。

 

 ⑯
 

定
期

的
に

会
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
、活

動
概

要
や

行
事

予
定

、連
絡

体
制

等
の

情
報

や
業

務
 に

関
す

る
自

己
評

価
の

結
果

を
子

ども
や

保
護

者
に

対
して

発
信

して
い

る
か
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0 
・

Ｈ
Ｐ

は
あ

ま
り

み
て

い
な

い
。

あ
る

の
で

す
ね

。
職

員

の
方

が
出

さ
れ

る
会

報
な

ど
は

た
め

に
な

る
こ

と
が

書
い

て
あ

る
の

で
、

い
つ

も
よ

く
見

て
い

る
。

 
・

こ
ま

め
に

や
っ

て
く

だ
さ

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

 

・
会

報
や

LIN
E
で

HP
更

新
情

報
を

案
内

し
ま

す
。

 
・

重
要

情
報

は
紙

媒
体

で
も

併
せ

て
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
 

 
 

⑰
 

個
人

情
報

に
十

分
注

意
し

て
い

る
か

 
24 

3 
0 

・
分

か
ら

な
い

。
で

も
、

他
の

子
ど

も
さ

ん
た

ち
の

こ
と

は
よ

く
知

ら
な

い
の

で
、

そ
こ

か
ら

十
分

注
意

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

る
。

 
・

書
類

の
渡

し
間

違
い

が
多

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
 

・
書

類
配

布
時

の
二

重
チ

ェ
ッ

ク
体

制
を

徹
底

し
ま

す
。

 
・

封
入

前
確

認
＋

手
渡

し
時

確
認

を
行

い
ま

す
。

 
・

配
布

手
順

を
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
し

ま
す

。
 

 非
 

常
 

時
  

の
 

対
 

応
 

 ⑱
 

緊
急

時
対

応
マ

ニ
ュア

ル
、防

犯
マ

ニ
ュア

ル
、感

 
染

症
対

応
マ

ニ
ュア

ル
を

策
定

し
、保

護
者

に
周

 
知

・説
明

され
て

い
る

か
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0 
・

聞
い

て
い

る
。

 
 

 ⑲
 

非
常

災
害

の
発

生
に

備
え

、定
期

的
に

避
難

、救
 

出
、そ

の
他

必
要

な
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
る

か
 

新
型

コロ
ナ

感
染

症
に

対
し

、消
毒

・清
掃

等
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
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0 
・

訓
練

は
ま

だ
参

加
し

た
こ

と
は

な
い

が
、

参
加

さ
せ

た

い
。

 
・

分
か

ら
な

い
。

 

・
避

難
訓

練
実

施
報

告
を

会
報

で
周

知
し

ま
す

。
 

・
可

能
な

範
囲

で
保

護
者

参
加

型
訓

練
を

検
討

し
ま

す
。

 

満  足  度 

度 

   ⑳
 子

ども
は

通
所

を
楽

しみ
に

し
て

い
る

か
 

26 
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0 
・

だ
ん

だ
ん

慣
れ

て
い

き
毎

週
楽

し
く

通
わ

せ
て

も
ら

っ

て
い

ま
す

。
 

・
と

て
も

!! 
・

い
つ

も
楽

し
く

通
わ

せ
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

 
・

最
初

は
仕

方
な

く
通

う
と

い
っ

た
感

じ
で

し
た

が
、

今

は
「

生
活

の
１

番
の

楽
し

み
が

き
ら

り
！

」
 

と
言

っ
て

い
る

く
ら

い
楽

し
く

通
っ

て
い

ま
す

。
 

 

 ㉑
 

事
業

所
の

支
援

に
満

足
し

て
い

る
か
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0 
・

毎
週

い
ろ

ん
な

こ
と

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
子

ど
も

た

ち
は

大
満

足
で

す
。

 
・

学
校

は
休

ん
で

も
、

き
ら

り
に

は
い

き
た

い
と

言
っ

て

い
ま

す
。

と
て

も
楽

し
ん

で
通

っ
て

い
ま

す
。

 
・

と
て

も
!! 

 



何
か

あ
れ

ば
自

由
に

お
書

き
くだ

さい
。 

・き
らりに

通
わ

せ
て

い
た

だ
い

て
半

年
を

過
ぎ

ま
した

。は
じめ

の
頃

は
ドキ

ドキ
す

る
の

で
行

き
た

くな
い

とい
う事

が
あ

った
の

で
す

が
、今

で
は

毎
週

木
曜

日
は

き
らりの

日
とな

って
時

間
に

な
る

と２
人

とも
準

備
を

始
め

る
よ

うに
な

りま
した

。き
らりが

終
わ

っ
て

帰
りの

車
の

中
で

は
今

日
や

った
ことを

２
人

とも
楽

しそ
うに

お
話

を
して

くれ
ま

す
。次

は
○

○
が

した
い

とま
た

楽
しみ

に
して

い
ま

す
。先

生
方

が
優

しくて
た

くさん
笑

い
声

が
聞

け
て

良
か

った
で

す
。い

つ
も

い
ろ

ん
な

ことを
させ

て
い

た
だ

き
あ

りが
とうご

ざ
い

ま
す

。 
・い

つ
も

お
世

話
に

な
りま

す
。親

以
外

に
しっか

り話
を

聞
い

て
も

らえ
る

大
人

の
存

在
が

とて
も

あ
りが

た
い

で
す

。 
・この

１
年

で
ま

た
色

ん
な

ことが
で

き
る

よ
うに

な
り、大

き
く成

⾧
した

と感
じて

お
りま

す
。い

つ
も

あ
りが

とうご
ざ

い
ま

す
。 

・い
つ

も
温

か
い

ご
指

導
あ

りが
とうご

ざ
い

ま
す

。 
・い

つ
も

大
変

お
世

話
に

な
って

お
りま

す
。保

護
者

で
あ

る
私

た
ち

も
、き

らりの
皆

さま
に

サ
ポ

ー
トして

い
た

だ
い

て
、とて

も
あ

りが
た

い
で

す
。来

年
か

らい
よ

い
よ

中
学

生
で

す
。本

当
に

難
しい

年
ご

ろ
（

思
春

期
）

に
は

い
る

の
で

、不
安

の
方

が
正

直
大

き
い

で
す

。ま
た

ご
相

談
させ

て
い

た
だ

け
る

と嬉
しい

で
す

。子
ども

も
親

よ
りき

らりの
先

生
の

方
が

話
しや

す
か

った
り、打

ち
明

け
た

りす
る

か
も

しれ
な

い
の

で
、話

を
聞

い
て

や
って

い
た

だ
れ

ば
と思

い
ま

す
。これ

か
らも

よ
ろ

しくお
願

い
い

た
しま

す
。 

・子
ども

が
通

所
を

楽
しみ

に
して

い
て

嬉
しい

で
す

。これ
か

らも
よ

ろ
しくお

願
い

しま
す

。 
・子

ども
が

週
１

の
利

用
の

た
め

、き
らりの

良
さを

充
分

に
享

受
で

き
て

お
らず

、は
い

が
多

くな
って

しま
い

ま
した

。参
加

の
時

間
が

増
え

て
くれ

ば
も

っと意
見

も
出

て
くる

と思
い

ま
す

。 
・マ

チ
コミは

今
も

動
い

て
い

ま
す

か
?

使
わ

な
い

な
らば

ア
ン

イン
ス

トー
ル

した
い

で
す

。ビジ
ョン

トレ
ー

ニ
ン

グ
が

受
け

られ
な

くな
り親

子
とも

に
残

念
で

す
。 

・困
って

い
る

事
等

、話
を

聞
い

て
下

さり助
か

って
い

ま
す

。又
、ペ

ア
トレ

で
子

ども
に

対
す

る
対

応
を

教
え

て
も

らって
大

変
勉

強
に

な
りま

す
。 

・い
つ

も
お

世
話

に
な

って
お

りま
す

。き
らりに

通
所

す
る

よ
うに

な
って

、最
初

は
緊

張
気

味
だ

った
表

情
が

、今
で

は
迎

え
に

行
った

時
、や

わ
らか

い
表

情
に

変
わ

り、少
しず

つ
慣

れ
て

楽
しん

で
い

る
様

子
が

うか
が

え
ま

す
。先

生
方

の
決

して
子

ども
を

否
定

しな
い

対
応

、共
感

して
くだ

さる
安

心
感

に
子

ども
も

信
頼

し心
を

開
い

て
い

る
様

子
で

す
。そ

うい
った

先
生

方
の

対
応

に
親

で
あ

る
私

も
勉

強
させ

て
も

らって
い

ま
す

。ま
た

、検
査

や
聞

き
取

りな
どで

苦
手

な
部

分
を

トレ
ー

ニ
ン

グ
して

下
さった

り、子
ども

に
ア

ドバ
イス

を
して

くだ
さった

りと、き
らりに

通
所

しな
け

れ
ば

知
りえ

な
か

った
ことを

教
え

て
くだ

さり感
謝

して
い

ま
す

。さらに
、き

らりで
気

の
合

う友
達

が
出

来
た

ことは
子

ども
に

とって
とて

も
よ

か
った

と思
い

ま
す

。同
世

代
の

子
と話

す
機

会
が

ほ
と

ん
どな

か
った

の
で

す
が

、き
らりで

一
緒

に
遊

べ
る

友
達

が
出

来
た

ことで
以

前
よ

り表
情

も
明

る
く、通

所
の

日
が

待
ち

遠
しい

様
子

で
す

。い
つ

も
優

しく寄
り添

って
くだ

さりあ
りが

とうご
ざ

い
ま

す
。これ

か
らも

どうぞ
よ

ろ
しくお

願
い

い
た

しま
す

。 
・苦

手
な

教
科

の
レ

ポ
ー

トを
助

け
て

い
た

だ
き

本
当

に
助

か
りま

した
。お

か
げ

様
で

前
期

に
予

定
通

りの
単

位
を

取
得

す
る

ことが
で

き
、多

分
で

す
が

卒
業

で
き

る
と思

い
ま

す
。今

は
残

りわ
ず

か
に

な
った

き
らりで

過
ご

す
時

間
を

大
切

に
、そ

して
楽

しん
で

い
る

よ
うで

す
。卒

業
ま

で
親

子
共

々
、よ

ろ
くお

願
い

致
しま

す
。今

年
も

あ
りが

とうご
ざ

い
ま

した
。 

・子
ども

の
ことは

も
ち

ろ
ん

で
す

が
、母

親
で

あ
る

私
に

とって
先

生
方

の
存

在
は

とて
も

心
強

く感
じて

い
ま

す
。引

き
続

き
よ

ろ
しくお

願
い

い
た

しま
す

。 
・い

つ
も

あ
りが

とうご
ざ

い
ま

す
。これ

か
らも

よ
ろ

しくお
願

い
い

た
しま

す
。 

・い
つ

も
お

世
話

に
な

って
お

りま
す

。き
らりに

出
会

って
か

ら（
通

わ
せ

て
も

らうよ
うに

な
って

か
ら）

子
ども

だ
け

で
な

く、親
も

大
き

く変
わ

りま
した

。お
母

さん
よ

くが
ん

ば
って

で
す

ね
、お

母
さん

の
が

ん
ば

りで
良

くな
って

い
ま

す
ね

と、よ
くほ

め
て

い
た

だ
い

て
、普

段
ほ

め
られ

る
こと、感

謝
され

る
ことが

な
い

の
で

、とて
も

うれ
しか

った
で

す
。これ

で
良

か
った

!
これ

か
らも

が
ん

ば
ろ

う!
とも

思
え

ま
した

。対
応

の
仕

方
や

声
の

掛
け

か
た

な
ども

教
わ

って
、日

常
生

活
で

の
親

子
関

係
も

良
くな

った
と思

い
ま

す
。親

子
共

々
き

らりの
お

か
げ

で
元

気
に

前
向

き
に

生
活

が
で

き
る

よ
うに

な
りま

した
。あ

りが
とうご

ざ
い

ま
す

。引
き

続
き

よ
ろ

しくお
願

い
い

た
しま

す
。 

・毎
週

楽
しみ

に
して

い
ま

す
。これ

も
先

生
方

の
対

応
や

環
境

あ
って

の
ことで

、とて
も

感
謝

して
い

ま
す

。本
人

の
や

りた
い

!
を

形
に

して
くれ

た
り、け

どや
る

ことは
や

る
!

とい
うめ

りは
りも

子
ども

の
切

り替
え

る
力

が
つ

い
て

き
て

い
る

と感
じま

す
。 

・イベ
ン

トに
は

あ
ま

り参
加

は
で

き
て

い
ま

せ
ん

が
、部

屋
に

は
た

くさん
の

作
品

が
あ

り、見
れ

る
の

が
す

ご
く楽

しい
で

す
。不

器
用

な
息

子
も

作
った

よ
!

と持
ち

帰
って

兄
弟

に
見

せ
て

い
ま

す
。色

々
な

体
験

が
で

き
る

ことに
感

謝
して

お
りま

す
。 

 


